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(Abstract) 

The stratigraphic sequence of the Palaeozoic and Mesozoic formations in this district are 

shown in the Table: 
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The Maizuru group has yielded brachiopod幽 andfusulinid faunules. The former is com刷

parable to the Lyttonia faunule of the lower Kanokura Series in the southern Kitakami 

Massif， and the latter one resembles the LePidolina-Yabeina faunule of the Kuma Series in 

southern Kyushu. Reichelina and Schubertella? were also found from a limestone-lens in 

this group. Unfortunately， the stratigraphical relation of these fossi1帽bedshave not been 

ascertained， but their horizons are considered to be not much different from one another. 

Most of the fossi1s from the Hirobatake formation comprise species which occur from the 
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Narawara formation， namely， Claγaia okuyamensis MS.， Neoschizodus cf. laevigatus，“Pecten'γ 

ussuricus，“Bakevellia" okuyamensis MS.， Lingula cf. borealis and others. Although the~ 

lithofacies of the two formations are very different， it is conc1uded fom paleontologicaL 

evidence that both formations are contemporaneous in age and may be referred to the Scythian 

except for the upper part. 

The unconformable relation between the lower Triassic and the upper Permian in this 

district， together with their structural di百erences，indicates the existence of a considerable 

crustal movement at the c10se of the Palaeozoic Era. 

The two groups form a complicated zonal structure by fau1ts， somewhat similar to the 

sandwitch-structure in the outer zone of southwestern Japan. It is inferred that the structure 

was bui1t undoubtedly after the deposition of the Skyto-Anisian Yakuno group. From the 

structural point of view， the so帽cal1edYakuno intrusive rocks are considered to have been 

squeezed out with relation to the latest crustal movement. 

まえがき

当地域は，先に舞鶴地帯大江一夜久野地区としたものの東南部にあたる。その地質については従来

あまり詳しい研究がなかったり。中沢は 1949年以来，岡田節犬とともにこの地域の調査をはじめ

1950年までに2万5千分の l地形図による概査を終了，二畳系・三塁系その他の地層の存在を明らか

にし，

の一部であること，後

者が夜久野地区の夜久
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1954年 3月以降は志

岐とともに5千分の l

1955年 3月調査を完

了した。その結果前の

ともかなり異なる

結果を得，この地域の

り

第 1 図

①舞鶴，②志高，③大江，④夜久野，③御蔵山，⑤三方，⑦山崎，③福本の各地区

細に判明したので公表して御批判を仰ぎたい。

なお研究にあたっては次の方々に佑石・岩石の鑑定その他の御教示をいただいた。ここに心から御

礼申し上げる O 北海道大学湊正雄教授，東京大学大久保雅弘学士，京都大学清水大吉郎学士・野上裕

-吉沢甫助教授・中山勇学士。なお野外調査では河東小学校の方々からいろいろ御援助をいた

だいた。あわせて深く御礼申し上げるO 調査費用の多くは文部省科学研究費ならびに助成研究費によ

ったものである D

層序と層相

当地域には次のような諸岩類が分布する O 第四紀層(沖積層・段丘堆積層・崩積層)，拐岩(岩脈)，

夜久野道入岩類，中下部三塁系(夜久野庸群)，ニ壁系(舞鶴層群)。ここでは主として後二者について
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のべる。なお地域の南西部では夜久野道入岩類以下は，花時岩の震入による接触変成をうけ硬くなっ

ている O

(1 ) 舞鶴麗群(二畳系)

当地域の舞鶴層群は主として泥質岩からなり，砂岩・細磯岩・石灰岩レンズを伴っているO それぞ

れの岩質は既述の夜久野その他の地区のものと同様である o チヤ{ト・輝緑凝灰岩はない。地質構造

が複雑で連続した層序を作ることが困難であるが，柱状図を 2・3示す。化石は主に潟汰不良の砂岩

・細磯岩中に含まれている。これには腕足類、を主とする化石群と紡錘虫佑石群の 2種類があり，両者

混在することはない。

前者のイ七石産地のうち主なる

ものおよびその化石は次の通り

である O
Eロノマタテ

大江町広畑の佳谷(Loc.KP-

5 )細粒泥質の砂岩中に密集，

破片のことが多い。(第2[玄i柱

状図参照 Lyttonia cf. 

nobilis WAAGEN， Keyserlin-

gia ? sp.， Chonetina sp. A cf. 

bipartita (W  AAGEN)， Ch. sp. 

B cf. morahensis(WAAGEN)， 

Ch. sp. C cf. trapezoidalis 

(W  AAGEN)， Martinia sp.， 

Orthothetes? sp.， Lissocho-

netes sp.， PseudophylliPsia 

sp.ペ Fenestella そのイ自の
Bryozoa， Crinoid-stemの他，二枚貝も見出される O

大江町奥山“のまる" (Loc. KP-7): Productus sp.， Chonetina sp. A cf. bipartita， 

Lissochonetes sp.， Aviculopecten sp.， PleuroPhorus? sp.， palaeolucina? sp.， Bryozoa， 

Crinoid欄stem.

綾部市([日豊里村)松原宮獄東方山腹 (Loc.KP-12): C伽 crinella c仰~criniformis spinosa 

HAYASAKA et MINATO， Hustedia sp.， Chonetina sp.， Plicochonetes sp. 

同松原別所 (Loc.KP-13): Productus sp.， Chonetina sp. 

これらの化石のうち Chonetinαspp.Orthothetes? sp.等は夜久野地区のみやお谷の機質砂岩

に産出し，また間岩には Lyttonianobilisも見出される O 一方 Lyttonianobilis， Martinia， 

Chonetes? sp.， Bryozoa等は夜久野地区の高内石灰岩にも知られている 9)。 またこれらの腕足類

化石群は何れも全体として北上山地南部の叶倉統下部のもの10)と似ている料。

これに対して紡錘虫佑石群は大江町桂谷 (Loc.KP-6・KP-4)，同町奥山 (Loc.KP-3) ， I日物部

村西坂 (Loc.KP-IO・KP-17)等に見出される O いずれも内容に大差はないが，そのうち KP-6の

100 

奈良原あ宅方

第2図 珂東地区舞鶴居群柱状図

本:~i品ヒT; 柱谷 KP5" 
i'ft泣

e 粗粒砂岩
f 諜岩

g 夜久野珪入岩類

F 断層

* 大久保雅弘によれば，岩井崎石灰岩層最上部 Bryozoa密集部からのものと同じである.
** 漢正雄の談話による. しかし化石は北上に比し伺れも小型で、あり， 完全に同定できるものは稀れで，叶
倉統下部に対比することには若干疑問がある.
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ものがもっとも豊富であり保存志よい口

(Loc. KP-6): Yabeina columblana， Y. yasubaensis， Y. gubleri， Lφidolinαsp. cf. 

toriyamai， L. kumaensis， L. sp.， Schwagerina sp. a百.acris， Sch.sp.， Ps.eudodoliolina 

pseudolφida gravitesta， P~.sp" ， Codo;nofusiella sp. cf. cuniculata. 

以土のイじ石内容はいずれも舞鶴帯の他の地区に見出されるものばかりであり， すべて球磨属産の

，Lepiddlina-Yabeina faunuleのと共通する。

これら 2つの化石動物群を含む岩麿について，前述の夜久野地区では少なくとも一部は同時異相の

関係にあるのではないかと考えた汽 この河東地区でも両者は極めて近接して産するが確実な上下関

係を確めることができなかった。

以上の外に?旧豊盟村通称ほんじよく (Loc.KP--:16)から石灰岩の転石が得られた。 これには蘇

虫類・石灰務が多く，住礁とみられるが，野上洛生により次のような小型紡錘虫が見出されている O

Reichelina matsushit.ai NOGAMI (MS.)， SchuoerJella ，? sp・O このうち Reichelinaは日本では

関東山地の Yαbeinashiraiwensis屑準から森Hl六郎により報告されているが11)これとは別種であ

る。 また最近中国の長興石灰岩からも 1種発表されているが3)これとも相違する。 SchuberteUa? 

としたものは恐らく新属であろうという O

この石灰岩のくわしい層住的位置はわからないが，岩質，周聞の地層の様子，佑石などをみるとき，

夜久野地区で多数合まれている石灰岩レンズ*とほぼ同じような層準のものではないかと思われる O

ところで，ともに転石とはいえ同一場所より合紡錘虫石灰質細磯岩が採取され，その出処も両者近接

していると思われることに注意せねばならない。

(2) 夜久野層群(中下部三畳系)
ケ ナラヲラ

先に中沢は当地区の三畳系を河東層群と命名し，広畑層・奈良原屑に 2分し料，両者は上下の関係

にあるとしたペ その後の精査の結果広畑層の層相(岩相十化石相)は全く夜久野層群に一致し，奈

良原層はその同時異相にすぎぬことが明らかになったので7)， ここでは夜久野層群に一括し，それぞ

れ広畑累層・奈良原累層とすることにした。

a. 広畑累層***

模式地は広畑一奈良原間の道路沿いであるが良好な総状図はその西のやすくにの谷で得られる O こ

れは上下に 2分できる口

下部層(Hl)・…ー砂岩を主体としヲ数 m.......，10数 m のシJレト質ω 泥質頁岩層を爽在する。砂岩は

淡青ないし淡灰白色で、かなり淘汰がよし石英・長石にとむが酸成火成岩・安山岩・泥質岩等の岩石

片をも含む。多くはやや若灰質で細粒であるが中粒ないし粗粒ときには機質のところもある D 頁岩は

淡青ないし帯青灰黒色で多くは多少とも石灰質であり， 5""'-'20cm毎の届面割理がある。砂岩中から

Lingula :cf. boreαlis，砂岩の泥質になった部分および頁岩中からは“Pecten"cf. ussuricus， 

Neosc'hizodus cf. laevigatus，“Bakevellia" okuyam.ensis (MS.)， Lingulαcf. borealis， 

Spiriferina sp.αaff. 1ilωgensis， Sisenna? 1'aponica等を産する。 これらは“Bakevellia" 

o:ku~αm仰sis ， S.〆'riferin，asp.α を除き夜久野地区の下部三畳系奉納谷麗中部 (Ylz)から， また

* 下夜久野かしわ谷のものからも Re.ichelinaが見出され，それより数 m 下位のところに含紡錘虫石灰質
細磯岩がある.

村文献 4')i乙奥畑層となっているのは広畑層の誤である.

*** 第 3図参照.



61' 京都府3大江町河東附近の中・古生層

広
畑
宮
山
田
川

奈
良
泉
累
方

h 

E雲妄謂 g 

i三圭圭圭歪fヨ @ 

1:::;:，':.::; 

匂附附e&.~，λ~;
a 

• 重量一富田一
200m 

100慢

t..... ............~ 

上

部

万

下

.f~ 

Fヲ
/ 

Ollt 

VIII 

VII 

J
・

s，
£

一

F

喜
一
一
一
一
一
塁
量
一
量
一
冒
三

D
仙

p.
一

一

M
n
h
一
↑

A

一FA
l

p

J

F

北
山
内
、
川
一
ー
ー
ー
一

一一一川一一…一…一……一一一一一一一一一一一一一一
a

……一点目一ハヨ一一一一一一

回

Z

骨

Z

一一一一般……一一一一一一一一一一一一一一一一一一一台彰一一一一蕊一駅…一一一一一口一

一ー一一一日………………….喜一一一'……一一一一口一一一均一
14
陸一一

F 

VI 

v. 

王

IV 

IJI 

宜主

広畑やすくに奈良原、しょ7じi;t"た奥山本本

河東地底夜久野層群柱状図

α
 
c
 
n
 

nu 
hμ
品G
 

-
q
J
 

。ゐ

30
・
S

G

G

 

n

n

 

n

n

 

d
u
p
u
v
 

c
u
c
u
 

s
s
 

s
 

s
s
 舞鶴層群(上部二畳系)
不整合

j-(中下部三畳系)
C型・

イ七石産出属準
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b 

L ……Lingula cf. boγealis 
sp ……Spiriferina sp.α 

A ……Ammonite gen. et sp. indet. 

O ……“ Ophiceras" sp. s 
P ……Paranαutilus? SD. 

Co ……Clαγαia cf. okuyamensis MS. 
N ……Neoschizodus cf. laevigatus 

B ……“Bakevellia" okuyamensis MS. 
C ……Clarαia aff. decidens ? 
Pu……“Pecten" cf. ussuricus 
Ny……Nuculana nogamii MS. 

第 3 図

“Pecten" cf. ussuricus を除き間層上部 (Yb) から見出されている*川。 N初schizodus cf. 

laevigatusは御肢はi地区のがんのす谷屑6〉，福本地区の草野・きょうがくぼ屑5)に非常に優勢な種で

あり，“ Pecten"cf. ussuricus， Lingula cf. borealis とともにウスリ{の下部三塁系のものと

同層下部は化石を躍しない.また上位のわるい層からは SPiriferinasp.α， Sisenna? japonicaなど
を除き全くこれらの化石を産しない.
* 
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酷似する O 以上の岩相・化石内容よれ下部層は奉納谷眉に容易に対比され，下部三壁系と考えられ

る。なお本属は岩相的には磯質岩を界iこ少くとも 2つに区分することが可能であるが，イじ石の産出が

少いため，今のところその上下での化石相のちがいを検討することができない。本農の下限は断層で

奈良原層に接する。層厚はやすくにの谷で 305m十，広畑では 320m十である o

上部層(狂的……シJレト質~泥質頁岩を主体とし，岩質の変化しやすい細粒砂岩を伴っている。上

限は断層で切られて下部層に接しまた一部は基性近入岩に貰かれる o 下限は下部)霞と整合である。 j爵

100m十。工広畑から次の化石を産する。 Nuculanacf. yakunoensis MS.， Sisenna? japonicα 

は岩相的にもまた下位の地層との関係からも，奉納谷層の上位のわるいし層や，きょうがくぼ

麗の上位の宮の奥層などに対応するが，Nucul仰zanogamiiは上夜久野および河西地区では主に下

部三壁系の上部に産出する O むしろ河西地区*の大呂庸下部に対比され，下部三畳系最上部と考えら

れるが， Anisianの最下部活及ぷかも知れない。

なお断層によりはさみこまれた砂岩層が桂谷以東に多いが， この中には Claraiaokuyan宮ensis

(MS.)， Lingula cf. borealis が普遍的に見られる外に Neoschizodus cf. laev.igatus， 

Spiriferina sp.α，“Pecten" cf. ussuricus，“Neoschizodus" shikii (MS.)， Isocrinus stem 

等も産する O 広畑累賭下部層lこ相当するものと思われ，位置的にもイ七石内容からも奈良原累届下部と

の中間的な性質をもっている。
ナ ワラ

b. 奈良原累層料

模式地は奈良原であるが，ここでは下限は断層で古生層に接している O 奥山本谷の万が露出が良好

で古住層を傾斜不整合で被う基底砂岩層から発達しているが，上部は模式地ほど発達していない。両

者を合して完全な膚序が得られる。泥質岩を主体とするため分層は因難であるが精細な観察により幾

つかの部層に分けることができる。

泥質岩は色調，ラミナの状況等により大きく 4つの型に分類できる*料。

A型……淡青~灰青，石灰質，ラミナは線状で弱く不連続または連続 1"'5cm の屑理，数 cm

毎の層面割理発達，無佑石。

B型…・・・暗青~暗灰青，かなりお灰質，数 mmの泥質部と 1"'3cmのシJレト部と

面割理のほかにこれに垂直な不規則割理発達，無佑石。

C型……陪青~灰青~暗灰，石灰質の度低い。ラミナ不規則で不連続または連続，時に graded，

5"'50 cm毎の層面割理あり，イじ石を含むことが多い。

D型…・・・帯青灰黒色，非石灰質， ラミナ発達せず， 5---20 cm毎の麗面割理，稀に佑石を含む。

以上の分類によって，奈良原累腐を奥山の断面で次の8崩に区分できる。

第 I層(基底砂岩層 NA1)……細粒~中粒灰青砂岩を主とし，中間には pebble大の磯をもっ数

m の磯岩層をはさむ。また不整合面に接し数 cmの細磯岩属がある。磯種は下位のものに青色~緑

・赤色チヤ{ト・石灰岩・黒色頁岩等が多く，淘汰不良で他地区の基底磯岩躍に類似し，上

ものは含海百合チヤ{ト，酸性火山岩，間半深成岩等が多く淘汰良好になる O 砂岩について見て

もP 基底近くになると部分により非常に岩質がちがい淘汰が不良になる O 50m士。

E層からは次のような化石を産出する。 Claraiaokuyamensis (MS.)， Cl. aff. decidens ?， 

* 京都府大江町河西附近の中・古生届(舞鶴地帯の属序と構造，その 6)，地質学雑誌に投稿中.
料第3図参照.
料ホ この分類は夜久野地区の Yu層にも大体適用できる. 広畑層上部層 (Hl)にも適用できるであろうが，

A.B型は発達していないようである.
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“Pecten" cf. ussuricus， Neoschizodus cf. laevigatus， Lingula cf. borealis， Sisenna? sp. 

第 11麿 (NA2)……A型泥質岩を主とし， C型のものを伴う o 82m，下半の C型頁岩より上記

I屑に産するものの他に Claraiaa百.decidens， “Bakevellia" narawarensis (MS.)， 

“Pect仰"cf. minimus， Nuculana sp.α， palaeoneilo spp.α， s，“Dentalium" sp.，植物

破片等を産出する。

第 111層 (NA3)......B型， 11m。

第 lV題 (NA4)……A型と C型を主とし，うすく B型と D型をはさむ。 40m， Claraia cf. 

okuyamensis， Neoschizodus cf. laevigatus， “Bakevellia" narawarensis (MS.)，“B." 

isuzuradanieηsis (MS.)， Nuculana sp.α， palaeoneilo spp.α，s， Othiceras? sp.， 

Isocrinus stem等を産する。

第 V層 (NA5)……B型， 30m。

第 Vl麗 (NA6).…..A型およびC型， 44m。

第VII層 (NA7)……細粒砂岩層で数mの頁岩層をはさむ。 26m， Neoschizodus cf. laevigatus， 

Lingula cf. borealis， Sisenηα? jatonica. 

第VIll麿 (NAs)……C型を主体としD型， A型を伴う O また細粒砂岩の薄層が多い口 87m十。

より発見された菊石としては，奥山の標準Jレ{トでは第百層の Othiceras?sp. の

みであるが，西方のしようじばたにおいては第 IV層と思われる転石として Paran仰ttilus?sp.と

ともに“Othiceras"sp.が，また第四層より Ammonitegen. et sp. indet. が見出され後

(下部三畳系最上部)のものと似ている O またうつろぎからは第百層

の菊若を産する O

る二枚貝のうち第工層ないし第百層より見出される Claraia は世界的に三畳系

初期 (Scythian) を特徴づけるものであれ夜久野地区でも類似種 Cl.tulchellaは Meekoceras

と共在する。“Pecten"cI. ussuricusは第I屑および第 E層にのみ見出されるが，広畑累属でも

夜久野地区¢奉納谷層でも上部からは産出していない。 Neoschizoduscf. laevigatus，腕足貝の

Lingula cI. borealis等も広畑累屑および奉納谷属 (Y12'"'-'Yh)その他に共通する。 これらに産出

する“Bakevellia"okuyamensisは奈良原累層には奥山の標準Jレートでは見出されていないが，

さんCく谷，しようじばた等で，第百層の溜準より発見されている o これは夜久野層群の中・細粒相

奇特徴づける化石であり，粗粒相の“B."kambeiに対応するものである O “B." narawarensisは

に特徴的な種であり，今のところ中・粗粒相からは見出されていない。以上の他Sisenna?

Sp.，“Dentalium" sp.， Isocrinus stem等も夜久野地誌の事納谷層，わるいし層などと共通する

ものである。

以上の化石および岩柏などから判断して，第I屑ないし第四層は広畑累屑下部層 (Hl)， 夜久野地

などに大体対比され， なるものと思われる O 第四層は不明であるが広

(Hu)に一部相当するものと考える O

トにおける最上部屑は Sisenna? japonicαしか産しないが，その岩相は夜久野地

(わるいし屑上部YU2)に酷似し，おそらくそれに対比されるものと思わ

の“Othiceras"sp.，“Bakevellia" okuyamensis る (Loc. KH-2) 

はおそらく るものであろう O

以上のように， と奈良原累層とは著しく屑柏を異にするが全く同時代のもので，それぞれ

るものであり，他の地区のものとともに北から南へ走向に直角な万向に次第
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に細粒の物質が分布することを示すものである九

なお，奈良原累麗の上記のような区分は，奥山本谷をはなれるにつれ，適用できなくなり，奈良原.

以西や分布の東端では佑石の産出も稀になり，またそれらは Nucul仰~a や palaeoneilo などの微

小二枚貝ゃ Sisenna?などに限られるようになる D このような傾向は，夜久野地区のものについて

走向方向の層相変化として述べたことに対応するものであり円 同様なことは福本地霞5)や後にのべ

る予定である河西地区の下部三壁系についてもみられるところである O

(3) 夜久野道入岩類

調査地の甫側に広く分布し，また西側では夜久野層群と舞鶴層群の境に沿って貫入したものや舞鶴

層群中に分布するが両層群を境する断層の延長方向にあるものなどがある O 岩相は他地区のものと同

様である 5)同λ9)。多少とも破砕された構造をもら，ところにより帯紫~緑色で一見輝緑凝灰岩のよう

に見える。

地質構造

地質図に明らかなように当地区の構造はきわめて錯雑しており，二畳系と とが東西性

の断層により何回もくりかえした帯状構造を特徴としている O 特にこの傾向は し

く互にさしちがえながら の地帯に変っていく。これらの断届はいずれも また

は北に語、斜することが多く，外帯のサンドイツチ構造にやや似ている O

このような構造の形成はもちろん三畳紀中期以後である O しかし三畳系はいずれも北傾斜で走向も

A 

t -t?.qom 

館4図 広畑南方さんとく谷の不整合附近地質略図

C点で露頭が見られる.この|哨近の上部二畳系は

走向 N250W で西方に 65
0 傾斜.下部三豊:系は走

向 N20
0W で東方に 300 傾斜.両者は傾斜不整合

である.まTこ三畳系は単斜構造であるが，ニ畳系の

走向・傾斜は変化にとみ，構造的にも差異がある.

Tr:下部三畳系(奈良嵐累届)

88:細~粗粒砂岩 8h"'88h:頁岩~砂質

頁岩， X:北石産地

Pm:上部ニ畳系(舞鶴居群)

8h"'81: 頁岩~粘板岩.:うみゆり化

石産地(かっこ内は転石)

F.:断層 (ABは桂谷推定断層)， u:不整合線

一定しているにもかかわら

はかなり変化し，

ることがわかる。このこと

傾斜不整合(第3・41玄Dおよ
の分布や屑相のちがいなどととも

かなりの変動があったことを示している O このが

--会btucK
ト一一一--i L十oCm fr 09 ite sn.. 

第 5図 奥山本谷における不整合露頭スケッチ

下部三塁:系奈良原累躍の基底砂岩 (Tr)は不整

合宿に接する lcmの厚さだけ細際質.上方にす

ぐ粒度を減じ中~細粒となる.上部二畳系の帯緑

黒色頁岩(Pm)は， もろく細破片にわれ易い.J欝

街は不明だが，不整合酉に平行にはがれ易く，平

行不整合の感をうける.しかし境界を追跡すると

この間近でも両者は斜交することが分る.
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変動は舞鶴地帯の他の地区(福本・御蔵山)においてもすでにみとめられているが，それらはいずれ

も粗粒相の地帯であった。この地区においてはそれが細粒相の堆積地域においても確認された点に意

味があると考えられる。

一方，調査地の中央の南北性の桂谷推定断層および三畳系の分布をそろばん玉形に区切る諸断層は

上記の東西性の断層構造を切っており，これに対して調査地の南縁の夜久野道入岩類はこれらの断層

で切られていないようである O また問縁では間近入岩類はこの新らしい断層に沿う形で貫入してい

るO これらのことは上記の断層構造が決して一時期にできたものではないこと，およびその形成が夜

久野道入岩類の貫入までにほぼ完了したものであることを示し，同岩類の貫入はその断層運動の最も

後期のものに関連していることを想わせるものである O

要約

( 1 ) 当地区には二畳系舞鶴層群，中下部三壁系夜久野層群，夜久野道入岩類その他が分布する

が，上部三壁系は見出されない。

(2) 舞鶴溜詳には砂岩・細磯岩から北上山地の“Lyttonia" fa un ule に比較される腕足類佑

石群およ LePidolina幽Yabeinafaunuleと全く共通する紡錘虫化石群が，また石灰岩

から Reichelina，Schubertella? 等が見出される。それら柏互の関係はよくわからないが，

あまり異るとは思えない。

(3 ) 夜久野層群は層杷によれ北半の砂岩を主とする居届忌層(下部庸・上部麗)および南半の

頁岩を主とする奈良原累眉(第I届~第四層)にわけられる O “Ophiceras"， Claraia，“Pecten"， 

Neoschizodus，“Bakevellia " 等を産し，両者は全く同時異相であり，それぞれ中粒相・細粒相を

るものとみられる。前者はとくに夜久野地区の南翼の中下部三塁系に，後者はさらにその南に

分宿するものに比較される口

(4) 夜久野層群には，夜久野地誌のものと同様な走向方向の膳相変佑もみとめられる O

(5 ) とは断層でくりかえして外帯のサンドイツチ構造に似た複雑な構造を

つくっている O

(6) 構造の差，不整合，その他によりニ畳紀末のかなりの変動が推定される o

(7) 上記(5 )の基本構造は三畳紀中期以後，夜久野道入岩類の貫入までの間にでき上ってい

るO 同岩類の貫入はそのもっとも後期の断層運動と関連しているように思われる O
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